
周期表と化学史



周期表

・原子番号順に元素が並べられたもの

・同じ族の元素は似た性質を持つ

・3~11族は遷移元素、1,2,12~18族を典型元素



周期表

・原子番号順

・同じ族→似た性質

・3~11族: 遷移元素

1,2,12~18族: 典型元素

IUPAC, Periodic Table of Elements - IUPAC | International Union of Pure and Applied Chemistry

https://iupac.org/what-we-do/periodic-table-of-elements/


周期表はどのように作成された？

• 様々な年代の本のうち、元素をまとめた表を比較

①1850年代

②1900~1920年

③1940年代

④現在

• 現在の周期表との相違点・共通点を考える



周期表① 1850年代

渡辺謙, 化学, 金港堂(1854), https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/830503, p.50-54

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/830503


周期表② 1900~1920年

長俊一, 大島鎮治, 化学教科書 : 普通教育,宝文館(1910), https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/830538. p.58
桜井弘, 化学と教育, 6, 262(2019).

日本で作成

ロシアで作成
(メンデレーエフ)

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/830538


周期表③ 1940年代

実験化学便覧編纂委員会編, 実験化学便覧, 共立出版(1943), https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1045886, p.5

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1045886


周期表④ 現在

IUPAC, Periodic Table of Elements - IUPAC | International Union of Pure and Applied Chemistry

https://iupac.org/what-we-do/periodic-table-of-elements/


考察

✓相違点・共通点

・元素を並べる順番

・周期の違い

・表の形

・希土類を分けているかどうか

・元素名や族名の表記

・日本と海外の差



考察

✓まとめ

新しい周期表ほど・・・ 原子量順に並べられている
縦型から横型に変化
記載されている元素数の増加

・新元素の発見や原子構造の解明などにより、
1869年メンデレーエフの周期表発表から周期
表の形態が変化
・現在は118番目の元素まで発見



周期表とは・・・

✓メンデレーエフは、1869 年に原子量順に原子価を考慮して並べると、
一定の周期で配列できるという「周期律」を発見した。

✓周期律にもとづいて周期表を組み立てた。

✓未発見元素の予言、原子量の修正や元素の配置の改善などを繰り
返して周期表を完成させた。

桜井弘, 化学と教育, 6, 262(2019).



周期表完成までの道のり

桜井弘, 化学と教育, 6, 262(2019).



まとめ

世界史と比較しながら、化学史全体の流れを見ると新しい発見が
あるかもしれない！

日々新しい研究がなされている
数十年後にはより新しい元素が発見されるかもしれない


